ビデオエスノグラフィーを用いたPBLチュートリアルコアタイムの分析
Analysis of core-time of PBL tutorial using video-ethnography
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【目的】PBLチュートリアルコアタイムの改善には、実際に現場で学生およびチューターが何を行っているのか、どんな現象が起こっているのかを正確に知る必要がある。我々はコアタイムのチューターと学生の様子を映像と音声で記録し、ビデオエスノグラフィーを用いて解析を行った。
【方法】対象は、大阪医科大学医学部2、3、4年生。PBLチュートリアルコアタイムの様子をビデオカメラ2台で2方向から撮影した。録画からトランスクリプト（映像中の会話を文字で書き起こしたもの）を作成し、チューターと学生及び学生同士でどのようなコミュニケーションが行われているかについて画像と照らし合わせて解析した。特に各学生の姿勢・視線に注目した。
【結果】1) コアタイムにおいて学生達は、ディスカッションという言語を利用したコミュニケーションよりも、視線や身振りなどの非言語的なコミュニケーションを多用してメンバー同士の意思統一や意思決定を行っていた。2) チューターから遠い場所に位置し、発言が少なく「議論に参加していない」とチューターから評価された学生を姿勢・視線に注目して解析すると、他のメンバーの発言に頷く、視線を発言者に向けるといった動作が多く観察され、議論によく参加していることがわかった。 3)議論は司会役の学生ではなく、板書を中心に進んでいた。板書係には医学的な知識以外に、発言を聞いて瞬時に要旨を掴み、適切な語句を用いて白板の適切な位置に板書するという高度な技能が要求されていた。発言の量による評価ではこのような板書係の働きは全く評価に反映されていなかった。
【結論】ビデオエスノグラフィーを用いることにより、PBLチュートリアルの客観的な観察・評価が可能である。録画データ解析は、医学部教員だけでなく社会学者や他学部教員と合同で行うことにより、より多面的な解析が可能である。
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